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資料 2020 年度 三者協働（学生・教員・職員）による 

FD・SD 研修の最終報告会記録 

 
関西大学教育開発支援センター 

（Kansai University, Center for Teaching & Learning） 
 
1. はじめに 

FD・SD 研修は、大学設置基準改正に伴う SD
の義務化に伴い、2017年度から実施している学内

研修であり、今回で 4年目を迎える。企画・運営

は教育開発支援センター「FD・SD連携プロジェ

クト」が担い、研修参加者は三者（学生・教員・

職員）協働による混合チームを編成して実施され

た（図 1）。 
 

 
図 1 広報用チラシ 

 
本研修は全 5 回で構成され、5 回終了後には計

8 グループによる最終報告会の機会を設けた。各

回の講師は教育推進部の教員が担当し、それぞれ

の専門領域に基づく大学教育の現状や課題、今後

の展望等について講演した。研修の参加者は、教

育・学習環境づくりに関心を持つ本学の学生・教

員・職員であった。 
10 月 26 日から 12 月 21 日まで隔週月曜 10：

40～12：10の時間帯で実施した。今年度は、計 44
名の参加があり、それぞれの割合は、学生が

29.5％（13 名）、教員が 31.8％（14 名）、職員が

38.6％（17名）であった。 
本稿では、2021年 1月 18日に開催した最終報

告会（図 2）において、各グループが報告した内

容を記録として残す。 
 

 
図 2 広報用チラシ 

 
2. 各グループの発表内容 
全 8グループの発表内容（スライド）を以下に

記す。 
 
2.1. グループ A「オンライン上での交流の場

を！」 
李 郭忻（文学研究科 2回生）、藤田 里実（教育

開発支援センターアカデミック・アドバイザー）、

森田 剛臣（総務課）、藤原 茂樹（学生生活支援

Ｇ）、田中 舞衣（図書館事務室） 

正課外活動等、入学直後の悩みに「個別に」応じ

ることで大学生活をスムーズに始めてもらうこと

を目的とする。 

こうした業務を経験することで、特に入職1
年目の職員にとっては、職員として求められる能

力（大学基礎知識、傾聴力、表現力等）を養う機

会とするだけでなく、部署の垣根を越えて「協働

する」ことの重要性を学んでいただく機会とした

い。さらに次年度の本研修においては、彼らがフ

ァシリテート役として本研修に携わり、後輩と接

することで、指導力や責任感を養う機会にしたい

と考える。 

以上、本稿では、関西大学において開発および

実践されたFD・SD研修プログラムの開発過程と

デザインを中心に述べた。2021年 1月現在、まだ

全てのプログラムが修了していないため、今後も

遺漏ない運営と研修の効果測定が課題となる。 
効果測定については、具体的に参加者がどのよ

うな学びの成果や変化を感じているのかを明らか

にしていく必要があるため、アンケート調査だけ

でなく、個別のインタビュー調査の実施による質

的な効果測定も必要になってくるであろう。 
そうした改善を今後も継続して行うことで、変

化の激しい社会をリードし、未来社会に貢献でき

る人材を育む研修になるよう努めていきたい。 
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2.2. グループ B「100 年いきる大学教育 長期

的視点に基づく教育」 
山田 慶祐（法学部4回生）、五十嵐 元道（政策

創造学部准教授）、伊藤 吉洋（法学部准教授）、

岸本 寛太郎（出納課）、中元 陸（キャリアセン

ター事務G） 
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2.3. グループC「ICT 教育を考える」 
福田 恵利香（法学部 3回生）、竹村 浩子（文学

部非常勤講師）、梅田 健太郎（北陽事務室）、前

原 太陽（情報基盤G） 

 

 

 
2.4. グループ D「時間割コーディネーター／授

業ソムリエ（三者協働）を発足させるチーム～す

べての学生にワクワクの時間割を！～」 
坂井 美月（文学部3回生）、小杉 麻李亜（文学

部准教授）、三宅 沙也加（学長課）、上杉 翼（研

究支援・社会連携G） 
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22..55..  ググルルーーププ EE「「社社会会人人ににななっっててもも使使ええるるよようう

なな教教育育」」  
平井 みくる（政策創造学部 2 回生）、石原 拓

（社会学部3回生）、水野 友晴（文学部准教授）、

中原 渚（研究支援・社会連携G）、三浦 詰平（教

務事務G） 
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2.6. グループ F「カラフルな教育～だれでも参

加しやすい環境作り～」 
與田 祐大（経済学部 4回生）、姫野 美咲（文学

部 2回生）、吉沢 晃（法学部准教授）、竹内 晴

香（国際教育G）、能木 智矢（教務事務G） 
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2.7. グループG「大学での新たな学び方」 
山本 純也（社会学部 2回生）、酒井 亨樹（法学

部 4回生）、西村 瑛皓（授業支援G）、伊藤 亜

希子（学部・大学院事務G） 
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22..88..  ググルルーーププ HH「「主主体体性性をを育育むむササロロンンのの運運営営にに

つついいてて」」  
石川 和之（法学部4回生）、三澤 康弘（商学部

3 回生）、種橋 征子（人間健康学部准教授）、中

村 勇毅（高槻ミューズキャンパス事務G）、藪本 

和泉（入試・高大接続G） 
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以上 




